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T 12は何を衷していますか?
C あめの数です｡
C 全部のあめの数のことです｡
T ｢÷3｣は何を表していますか｡
C 3人に同じ敬ずつ分けた数のことです｡
C 3人で同じ数ずつ分けることです｡
T 3人に分けるではないの?
C 3人に分けるでは,分け方が追う場合があ
るけど,｢÷3｣は3人に同じ教ずつ分ける
ことだから違います｡
C 同じ数ずつ分けるが大切
T ｢4｣は何を表していますか?
C 4は1人分の数ですO
この場合のl÷3｣は,｢3人で分ける｣ではな
く,｢3人で同じ数ずつ分ける｣という3等分の意
味をもっていることを強く意旅できていた｡
⑤ ｢式｣から｢操作｣をつなぐ場面
【妃号的把握から行動的把握の段階へ】
具体(操作)から抽象(式)-といった一方向
だけでは,確かに理解したとは言えない｡つま
り,抽象から具体といった逆方向-も変えること
ができないと確かに群解しているとは言えない｡
そこで,｢12｣｢÷3｣｢4｣のそれぞれの意味を話
し合いを通して和解できたところで,｢12÷3-
4｣と唱えながら,数図ブロックを操作することを
何度もさせた｡このように,具体と抽象を双方向
で行き来させることを行い,除法の式の理解を深
めさせていった｡
⑥ 適用場面(操作やことばを根拠に別の魚価
を除法の式に表していく場面)
【把号的把纏の段階】
始めの条件不足の問屋副こ戻り.r12個のあめ
を4人に同じ数ずつ分ける場合｣と｢12個のあめ
を6人に同じ数ずつ分ける場合｣の式について
考えていった｡これは,よくある指噂に1例で｢わ
り軌 と教えることがあるが,数例の場面とその場
面を表す式をもとに｢わり芽｣ということを知らせる
方が,わり第の概念形成にはよい効果があると
考えているからである｡
T 始めの問題に戻ってみましょう｡12個のあ
めを3人で同じ数ずつ分けた場合はどん
な式になりますか?
C 12÷4-3です｡
T なんで?
C 4人で同じ数ずつ分けるは,｢÷4｣だか
ら,12÷4です｡
C 12個のあめを4人で同じ数ずつ分けると】
人分は3個になるから｢12÷4-3｣です)
c 数図ブロックの動かし方が同じだから｢÷｣
になると思います｡
T 数回ブロックを動かしてみましょう｡同じ動
かし方になりますか?
C 同じ動かし方ですol人分は3個になるか
ら,｢12÷4-3｣でいいです｡
(12÷4-3と板且する)
T 12個のあめを6人で同じ数ずつ分けた場
合はどんな式になる?
C 同じ数ずつ分ける人数がかわっただけだ
から,｢12十6｣になりますo
C 動かし方も同じです｡1人分は2個になり
ます｡
C 式は,｢12十6-2｣です｡
(12÷6-2と板苫する)
T ｢12÷3-4｣｢12÷4-3｣｢12÷6-2｣の
ような式を｢わり算｣といいます｡わり算の式
になるときはどんなときですかつ
C 同じ数ずついくつかに分けるときです｡
次はどんな勉強をしたいかと尋ね,もっと大き
な数でやってみたいという意見を取り上げ,24
個を同じ数ずつ分ける場合を諸掛 こした.,する
と,児亜からの.24佃も数阿ブロックはもってい
ないという意比を取り上げ,次は,｢数阿ブロック
を使わないで答えを求める方法を考えていこう｣
という次時のめあてをつかませて本時を終えた｡
10 授業の省察
｢12｣｢ナ3｣｢4｣の意味を考え,話し合いを通
すことで,特に｢÷3｣とはどう意味なのかと言うこ
とが3等分の意味であることを強く普織できるとい
う実感を得た｡
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それは,｢÷3｣を｢3人で分けること｣ではなく,
｢3人で同じ数ずつ分けること｣ととらえていること
から分かる｡つまり,ここから,同じ数ずつ分ける
といったr等分｣の意味が強く意耽されていること
が分かる｡また,学習感想にも,｢同じ数ずつ分
ける計算がわり第であることが分かった｣というよ
うな学習感想をかいた児塵が何人かおり,この
児童たちは全員｢同じ数ずつ｣といったことばを
きちんとつけていたことからも分かる｡
11 まとめ
それぞれの要素の意味をことばだけでなく,
絵や図を使ってビジュアル的に表現させること
で,｢12｣｢÷3J｢4｣の意味を児童にイメー ジさす
ことができる｡これは,Brurlerの認知形成過程
において大切な役割をもっている｡杉岡(2002)
が述べているように,認知形成は｢行動的把握
-映像的把握-記号的把握 ｣と一方向だけでは
なく,逆方向-もたどっていくことができなくては
確実に理解したとは言えず,行動的把握の段
鰭,映像的把握の段階,記号的把握の段階が
三位一体であることが必要であると考えている｡
その意味では,この式の構成男系のもつ音味を
考え,絵や図.ことばで表現することは,記号的
把握の段階から行動的把握の段階へと逆方向
-進んでいく橋渡しの段階であり,操作と念頭
操作をつなぐ大切な役割をもっていると考えて
いる｡本時秦を考えるにあたって,第3学年の児
虫に,｢12｣｢÷3｣｢4｣の表す絵や図をかかせる
ことは難しいかもしれないという思いは少なから
ずあったが,ほとんどの児並がかけていたことか
ら.第3学年の児童にも十分可能なことであると
いう感触をもった｡
今後の課髄としては.本研究は1クラスでの授
業実践をもとにこのようなまとめを出しているた
め一このまとめに信頼性が必ずあるとは言い難い
かもしれない｡そのため,実践クラス敬を増やし
ていくことで,研究の内容の信頼性を高めていき
たい｡
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